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　日本民具学会の設立の発議がされた 1974 年の第 1 回民具研究講座（日本常民文化研究所主催）の
特集号となった『民具マンスリー』7 巻 8,9 号、次号の山口賢俊「民具の定義などについて」、8,9
号、10 号、11 号と掲載された「民具研究講座に参加して」、日本民具学会が設立した 1975 年の
『民具マンスリー』8 巻 10,11 号「特集 民具講座・民具学会」、さらに第 3 回民具研究講座の特集


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































と、さまざまな発見があり、大変勉強になりました。2012 年 12 月 9 日におこなわれた公開研究会「ミンゾク研究
の光と影―近代日本の異文化体験と学知―」において菊地暁先生がおっしゃっていた、「棚卸しとしての学史」の
意義を大いに感じているところです。
　本研究グループ代表者である角南聡一郎先生には、コンメンテーターとしてお誘い頂き、このような場を頂いた
ことに感謝申し上げます。また、小熊誠先生を初めとする研究会のメンバーの方々にもさまざまな刺激をいただき
ました。ありがとうございました。
　執筆にあたって、資料の収集などには因琢哉氏、岡田翔平氏のご協力を得ました。この場を借りてお礼申し上げ
ます。
付記
　本稿の校正中に祖父江孝男先生の訃報に接した。筆者の放送大学での卒業論文の指導教官が祖父江先生であっ
た。稲作儀礼をテーマにしたいとお願いした私に旧島津藩領内の「田の神石像」に絞るようご指導いただいた。思
い返せば、それが筆者の物質文化研究の始まりだったのかもしれない（私自身はあくまでも信仰研究のつもりだっ
たのだが）。学恩に感謝し、ご冥福をお祈りいたします。
